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これまでの研究成果のまとめ（坊向 伸隆）

次の課題について研究を進めている:

(I) リーマン対称空間内の等方的部分多様体;
(II) 半単純リー群の随伴軌道.

まず 課題 (I)について解説する.
(I): 等方的はめ込みの概念は, O’Neill (Canad.J.Math.,1965) によって紹介され,

それは全臍的はめ込みや全測地的はめ込みの概念を一般化したものといえる. ここで,
等方的はめ込みに関する次の事実に着目する:

事実: 平行はめ込み f : M → N は等方的はめ込みに必ずなる. し
かし その逆は一般に成立しない (つまり, 非平行な等方的はめ込み
h : M → N が存在する). ただし, M は階数 1・コンパクト対称空間
を表し, N は空間形を表す.

上記事実を踏まえ, 次の問題を提起する:

問題: 等方的はめ込み h : M → N が平行はめ込みになるための十
分条件は何であるか？

論文 [5], [7], [9], [10], [12], [13], [14]内で, 平均曲率に関する不等式や, 余次元に関す
る不等式などから上記十分条件を与えた.

以下　課題 (II)について言及する.
(II): 連結半単純リー群 G は そのリー代数 g 上に随伴作用している. その作用 Ad

に関する軌道 Ad(G)x を随伴軌道という. ただし, x は gの元を表す.
随伴軌道に関する事実として次が知られている:

事実: 任意元 x ∈ g に対して Ad(G)x はシンプレクティック等質G-
空間になる. 一方, 各シンプレクティック等質 G-空間 M は, 被覆の
差を除いて, 随伴軌道 Ad(G)y として理解される.

言うに及ばないが, この事実が示唆することは G-随伴軌道は シンプレクティック等
質G-空間と深く関連しているということである. その関連性に着目することで 結果
[1], [3], [4]を得ている. 論文 [4]では, ルート理論を用いて ケーラー or 擬ケーラー等
質G-空間を決定する方法を紹介している. 論文 [1], [3]では, 不変シンプレクティック
構造を許容する半単純アフィン対称空間を, 随伴軌道の観点から考察している.
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